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上田市公文書館だより/第３４号 
■公文書館から 

 
 

◆  第７回公文書館講座を開催 
 

３月 17 日、上田社会教育大学講師の尾崎行也先生をお招きし、第 7 回公文書館講座「江
戸時代の村名が消えた? -大区・小区の時代-」を開催しました。当日は事前予約をいただ
いた皆さんで満席となり、先生の講義に熱心に耳を傾けられました。 

講義では、前段として明治 4 年の廃藩置県後の戸籍区や大区・小区制の設定の流れや区
長・戸長などが置かれたこと、また、この制度変更に伴い上田藩田中組の村々が違う区に
分割されてきた経過の説明等がありました。その後、当館が所蔵する「諸御布達控簿(明治
7 年)」を用いて、長野県や第 8 大区会所などから発せられた 
様々な文書の内容(地券、戸籍、民費、学校、徴兵など)につい 
て説明をいただきました。明治政府が近代国家を目指す変革期 
にあって、地方でも行政区による統治を行い、様々な制度の改 
変や施策が行われていたことを窺い知り、当時の様子に想いを 
馳せた 1 時間半でした。（浅野）  

 

■公文書館の催し  
 

 第８回公文書館講座のお知らせ  

「明治12年の東内村誌文書、大正8年上田市制施行関係文書などにみる上田市の歴史」 

「第 16回公文書館所蔵資料企画展」資料を用い、分かりやすく解説する講座です。 

上田市公文書館に所蔵されている東内村誌の鳥屋(とや)城の城跡絵図、大正 8 年上田市制施行に関係し

た公文書、昭和 3年の丸子町役場新庁舎の火災保険関係文書などを紹介し、上田地域の歴史を考えます。 

■日時 5月 18日(土) 午後 1時 30分～3時  ■会場 上田市公文書館 2階閲覧室 

■講師 倉澤 正幸(上田市公文書館専門事務員)    ■参加料 無料  ■定員 先着 20名 

■申込 4月 16日(火)から 5月 16日(木)までに上田市公文書館へ電話で 

  第 16回公文書館所蔵資料企画展開催中  

明治から昭和までの上田地域の公文書など、原本資料 9 点、写真資料 18 点、合計 27 点の資料を展示し

ています。どうぞお出掛けください。 ■期間 6月 16日（日）まで  ■観覧 無料  

■公文書館のご案内 開館時間：午前 9時～午後 5時（最終入館は午後 4時 30分までに） 

 

□住所・電話 

〒386-0413長野県上田市東内 2564-1 

℡0268(75)6682 Fax0268(75)6683 

□メール 

kobunshokan@city.ueda.nagano.jp 

□ホームページ 

https://www.city.ueda.nagano.jp/の 

観光・文化・スポーツ→文化施設→図書館・公文書館 
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■公文書館所蔵資料の紹介 

「
各
藩
主
の
治
政
を
お
も
う
」
記
事 

(

昭
和
二
十
八
年) 

  
◆
昭
和
二
十
八
年(

一
九
五
三
年) 

四
月
十
五
日
付
の
「
上
田
市 

公
報
」
に
は
「
真
田
、仙
石
、松
平 

各
藩
主
の
治
政
を
お
も
う
」
の 

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
そ
の
内
容
は
、「
今
年
は
上
田 

城
が
で
き
て
か
ら
満
三
百
七
十
年
に
当
た
り
、上
田
城
南
櫓
で
は 

四
月
二
十
二
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
各
藩
主
の
治
政
資
料
を
並 

べ
、随
時
「
上
田
の
歴
史
」
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
て
解
説
を
な
す
」 

と
記
し
て
い
ま
す
。 

◆ 

こ
の
記
事
で
は
、天
正
十
一
年(

一
五
八 

三
年)

の
真
田
昌
幸
に
よ
る
上
田
城
の
築
城
や
関
ケ
原
合
戦
の
際 

の
徳
川
秀
忠
軍
と
の
戦
い
、
仙
石
忠
政
の
上
田
城
の
大
修
理
、仙
石
政
俊
の
六
ヶ
村
堰
、須
川
池
、溜
池
の
改
修
、 

京
都
所
司
代
、老
中
を
務
め
た
松
平
忠
周
、老
中
と
し
て
日
米
和
親
条
約
締
結
に
尽
力
し
た
松
平
忠
優
、最
後 

の
藩
主
の
松
平
忠
礼(

た
だ
な
り)

な
ど
、歴
代
の
上
田
藩
主
の
業
績
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。◆
昭
和
四 

年
七
月
、上
田
城
跡
に
た
だ
一
つ
現
存
し
て
い
た
西
櫓
に
上
田
藩
の
貴
重
な
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
、「
上
田
徴 

古
館
」
が
開
館
し
ま
し
た
。昭
和
二
十
八
年
三
月
に
は
、戦
時
中
の
昭
和
十
七
年
に
買
い
戻
さ
れ
、昭
和
二
十
三 

 

年
に
復
元
さ
れ
た
南
櫓
、
北
櫓
を
加
え
、
博
物
館
法
に
よ
っ
て
登
録
さ
れ

た
、
「
上
田
市
立
博
物
館
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
上
田
城
は
、
明
治

四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
上
田
県
と
な
り
、
上
田
城
跡
に
は
信
濃

国
を
所
管
す
る
東
京
鎮
台
第
二
分
営
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、
当
時

の
分
営
長
に
は
乃
木
希
典
少
佐
が
就
任
し
ま
し
た
。 

こ
の
記
事
で
は
、
新

た
に
開
館
し
た
南
櫓
で
最
初
に
開
催
さ
れ
た
企
画
展
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
北
櫓
で
は
、
上
田
小
県
誌
編
さ
ん
委
員
会
と
共
催
で
、
「
上
小

地
方
考
古
学
展
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

倉
澤) 
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■公文書館の利用について ※公文書館は入場無料、郷土博物館展示室は有料（大人 100円） 

 

 

 

 

 資料の検索：目録検索システムをご利用ください。 

 閲覧の申込：所定用紙でお申込みください。メール、ファックスでも

お申込みできます。一度に閲覧できる点数は「５点」までです。 

 資料の閲覧：個人情報の審査終了後、閲覧の可否を連絡します。館

外貸出しは行いませんので、館内閲覧室でご覧ください。 
 

◎審査にお時間をいただく場合があります。また、個人情報を含む資料は閲覧

できない場合があります。 

◎目録検索システム、閲覧申込書は、上田市ホームページの公文書館のページ

からご利用ください。 
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「各藩主の治政をおもう」記事 

年に復元                復元された北櫓・南櫓 


